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群馬大学研究・産学連携推進機構高度研究推進・支援部門機器分析センター依頼分

析取扱規程

平成19. 6. 1 制定

改正 平成19.12. 1 平成24. 4. 1

平成28. 4. 1

（趣旨）

第１条 国立大学法人群馬大学授業料その他の費用に関する規程第18条の規定に基づき，

群馬大学研究・産学連携推進機構高度研究推進・支援部門機器分析センター（以下「セ

ンター」という ）が外部機関からの依頼を受けて行う試料分析に関し必要な事項を定。

める。

（分析の項目及び料金等）

第２条 センターが外部機関から依頼を受けて行う試料分析で用いる機器，分析の項目及

び分析料は，群馬大学研究・産学連携推進機構高度研究推進・支援部門機器分析センタ

ー依頼分析取扱細則（以下「取扱細則」という ）で定める。。

（分析の依頼）

第３条 センターに試料分析を依頼しようとする者（以下「分析依頼者」という ）は，。

依頼分析申請書（別紙様式１）をセンターの長（以下「センター長」という ）に提出。

しなければならない。

（受入条件）

第４条 分析の受け入れ条件は，次の各号に掲げるものとする。

（１）分析料は，群馬大学が発行する請求書に基づき，指定する期限までに支払うものと

する。ただし，センター長が特別の事由があると認めた場合には，支払期限を延期す

ることができる。

（２）センター長は，教育研究上必要と認めた場合は，分析料の全部又は一部を免除する

ことができる。

（３）分析依頼者からの申出により分析を中止した場合においても既納の分析料は返還し

ないものとする。

（４）センターは，次に掲げる分析依頼者の損害に対して一切その責任を負わない。

ア やむを得ない事由によって分析を中止したため損害が生じたとき。

イ 分析を行うために提出された分析試料に損害が生じたとき。

（５）センター長が必要と認めたときは，分析試料の再提出を分析依頼者求めることがで

きる。

（６）分析試料の搬入及び搬出は原則分析依頼者が行うものとする。

（７）センター長が受け入れできないと判断した分析試料については，受け入れしないこ

とができる。

（８）分析依頼者は，所定の講習を受講し，センター長の許可が得られた場合には，セン

ターの職員の立ち会いの下，取扱細則別表に掲げられる機器を自ら利用することがで

きる。この場合において，群馬大学研究・産学連携推進機構高度研究推進・支援部門
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機器分析センター利用要項に定める手続を別にしなければならない。

（分析結果の通知）

第５条 センター長は，当該分析が終了したときは分析結果通知書（別紙様式２）により

分析依頼者に通知するものとする。

２ 分析結果通知書は，原則和文で作成するものとする。

（機密保持）

第６条 センター長及び分析依頼者は，分析により得られたデータ又は知り得た情報につ

いてあらかじめ協議の上非公開とすることができる。

２ 分析依頼者は，分析により得られたデータを公表する場合には，群馬大学研究・産学

連携推進機構高度研究推進・支援部門機器分析センターの名称を使用することができな

い。ただし，センター長が使用を許可した場合は，この限りでない。

（雑則）

第７条 この規程に定めるもののほか，分析の実施に関し必要な事項は，研究・産学連携

推進機構長（以下「機構長」という ）が別に定める。。

（規程の改廃）

第８条 この規程の改廃は，研究・産学連携推進機構高度研究推進・支援部門会議の議を

経て，機構長が行う。

附 則

この規程は，平成19年６月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成19年12月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成24年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成28年４月１日から施行する。


